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iPS細胞がもたらす世界
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創薬⽀援

iPS細胞 良質なiPS細胞を⼤量に
安定⽣産する技術

多種類、⼤量な細胞と三次元構造化

アンメットメディカルニーズ

加齢⻩斑変性重症⼼不全肝臓病 脊髄損傷糖尿病 ・・・パーキンソン病

創薬⾰命 ドラッグ・リポジショニング

アンメット
メディカルニーズの
減少

再⽣医療

更なる技術進化



標的分⼦
同定

創薬研究（R） 臨床開発（D）

薬
事
法
規
制

新薬開発プロセスの変⾰

疾患ヒトiPS細胞由来分化細胞

正常ヒトiPS細胞由来分化細胞

これまでの新薬開発プロセスこれまでの新薬開発プロセス

置き換え hERG試験 ヒトQT延⻑試験 有効患者選別
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リード探索 開発品絞込
前臨床 第I相 第Ⅱ相 第III相

患者患者健常⼈動物細胞
動物

ヒト細胞
動物 動物

これからの新薬開発プロセス（第⼀世代）これからの新薬開発プロセス（第⼀世代）

創薬研究（R）ではiPS活⽤が始まっている

⽶国FDAが先⾏

臨床開発（D）の加速が国家レベルの課題

狙い
￭ 新薬の社会実装までの期間の短縮
￭ 開発コストの削減
￭ 新薬開発確率の向上
￭ アカデミア、ベンチャーによる創薬機会の増加



提⾔
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世界に先駆けてヒトiPS細胞を活⽤した臨床開発(D)プロセス
(細胞治験)を創⽣する

健常細胞パネル 毒性、副作⽤評価
疾患細胞パネル 薬効

網羅的データを獲得し、疫学的に薬効薬理／毒性／フェノタイプを解析する（仮説をもたない）

iPS細胞⇒分化 パネル化
多様な遺伝形を
反映させ
網羅的に評価

様々な遺伝背景をもつ細胞パネルを作成


